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共通テーマ「歩く、走る」
肉体、精神、技術、指導等々、専任の諸先生方がいかなる考えを持って、
日々の指導にあたられているのか､今回初の試みとしてそれぞれのお立場
で披露して頂くことになった。
読者諸兄の忌憧ない御意見を頂ければ幸いである
所長苅谷春郎
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｢走ること」テニスの場合
神和住純
スポーツでよく使われる言葉に心技体のバランスが良い事
だという、しかし私自身プロアスリート、そして引退後は選
手を監督する立場での体験では、先ず、体力であると痛感し
ている。ｌに体力､２に体力といっても過言ではないと思う、
その中で、心、技が加わればベストである。
テニスの場合、ｌ試合の平均時間は３セットマッチで約１
時間半というデータがある。
大会は、月曜日１回戦がスタートし、優勝するには日噸日
まで勝ち抜かなければならない。単と複、両方出場すると、
最低でも１０試合を消化しなければならない。必然的にスタミ
ナが求められる。年間約20大会に出場し遠征するとなるとか
なり強靭な身体を必要とする。
テニスは、忍者のように、どこでも素早い動きが出来る俊
敏性と、時には４～５時間かかる試合に耐えられること、つ
まり、スピードマラソンが出来るスタミナが要求される。つ
まり、前後左右に５ｍ～10ｍのダッシュカと、高いポールを
とらえる為のジヤンプカカ泌要不可欠である。
一見優雅なテニスのイメージではあるが、一流選手はパワ
ーとパワーのぶつかり合いで、強い相手を倒さないと、上を
目指せないのである。
しかも、持続性が要求されるので、その為の体力づくりを
どうすれば良いか、ジュニア時代より考えていかなければ、
一流として続かないのである。
最近では、科学的トレーニング方法も取り入れたりしてい
るが、基本的には、持って生まれた性格や、肉体的特長を良
く見極め、個々にあうメニュー作りが大切な事だと思う。体
調イコールスタミナである。スタミナがあればチャンスは無
限にやってくるのではと感じている。従って精神的にも打た
れ強くなる。
ポールを打ち、技術を磨いても、いざ本番で体調が悪けれ
ば全てにおいてマイナス面が勝ってしまう。
それには、いつでも、どこでも、強靭な脚力と戦える体力
をつけて整える事が一流選手として生き抜く道であると思う。
体力、体調さえ良ければ、日頃の練習で技術は当然身につ
いてくるし、自信にもつながり、今日がだめでも、明日、明
後日、と希望が持てる気持ちになれることが出来、それが－
番大切なことではないかと思う。
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